
◆国道 246 号から 800ｍの山あい、秦野市名古木には都会の喧騒を忘れさせる美しい棚田があります。沢の水

が流れ、ノスリが舞い、緑の風が吹き渡ります。冬期湛水の田んぼは、アカハライモリ、タイコウチ、ホト

ケドジョウ、ヤマアカガエルなど、かつて当たり前に棲息していた水生生物が今も存在する生き物の楽園で

す。◆人間は自然によって癒され守られています。私たちは、人間の都合を少し控え目にし、自然や生き物

たちと共存し、名古木に集う仲間たちの個性を互いに尊重し合い、伝統的な農村風景である棚田や里山の保

全活動に取り組んでいます。そして次の時代を担う若い世代へこの活動の輪を広げ継承して行きたいと願っ

ています。◆地域と人びとに支えられながら取り組み、広がりを見る丹沢ドン会の活動は、2014 年度｢かなが

わ地球環境賞・地球環境保全活動部門｣を受賞し、2019 年度「関東・水と緑のネットワーク」の選定を受け、

今年 31 年目。◆3 年余も猛威を振るっている新型コロナウイルスの感染拡大はパンデミックとなり、さまざ

まな災禍をもたらしました。しかし、丹沢ドン会では感染予防の取り組みを徹底し、コロナ禍にあっても米

づくりをベースとする活動を継続し、仲間が集い、ともに汗をかき、収穫の喜びを体感し、生き物たちの棲

息の場を維持することができました。自然とともにあるドン会の活動、その共感の輪を広げたいと思います。

◆四季折々、自然と人びとの営みが豊かに息づく丹沢山ろくで、「２０２３年丹沢自然塾」を開催します。復元

した棚田の「米づくり」、種まきから収穫・そば打ちまで体験する「そばづくり」、名古木の野鳥の観察会や

雑木林の管理など 1年間で 11 回の多彩なメニューです。田んぼの生き物観察会では、親子で水生生物に触れ、

棚田の原で寝転び耳を済ませて風の音を聞き、五感を解き放ってください。自然・農業体験を通して地域の

歴史・生活や食文化・自然との付き合い方、人間と生き物たちの多様性の大切さを感じ、学びます。

◆名古木の棚田は生き物の宝庫。3年間にわたる自然調査で、棚田とその周辺に生息する生き物の数は、植物

252 種、動物 586 種、合計 838 種。2021 年 9 月、この調査結果を自然観察ハンドブック「丹沢山ろく名古木 棚

田の生き物図鑑」（夢工房）として刊行しました。

◆参加希望者は、新型コロナ感染予防対策に万全を期して参加してください。「2023 年丹沢自然塾」への参加

をお待ちしています。       2023 年 3 月                  NPO 法人自然塾丹沢ドン会

                  ２０２３年「丹沢自然塾」年間スケジュール

№ 月日  曜日             テーマ 会場

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

４月２２日（土）「丹沢自然塾」開講オリエンテーション＋棚田の種蒔き教室

５月２７日（土）棚田の苗取り・田植え教室

６月１７日（土）棚田の草取り教室

７月 ８日（土）田んぼの生き物観察教室（講師：東海

大学教授：北野忠）

秦野市・神奈川県自然保護協会と共催

８月１９日（土）そばの種まき教室

９月２３日（土）棚田の稲刈り教室

１０月 ７日（土）収穫米の脱穀・精米教室

１１月 ４日（土）名古木の山野鳥の観察教室（講師：慶

応義塾大学・生物多様性秦野プロジェ

クト・メンバー 秦野市と共催）

１１月１８日（土）収穫祭

１２月 ９日（土）新そば手打ち体験教室

＜202４年＞２月１７日（土）里山管理教室＋自然塾修了式
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雨岳文庫

羽根

＊スケジュールは、天候その他の都合により変更する場合があります。その際は、ドン会のホームページ、会報などでお知

らせします。ご確認の上、参加してください。当日の緊急連絡は右の携帯へ。昼間：090-6470-2850（金田）

～丹沢山ろくで感じ、学ぶ～

2023 年

丹沢自然塾
塾生募集!!

田んぼの生き物観察教室。田ん

ぼや小川で採取した生き物たち。

東海大学・北野先生の解説に目

を輝かせる子どもたち

2022 年農林水産省「つなぐ棚田遺産」に「名古木

の棚田群」として選定！全国で２７１ヵ所・神奈川

県内で唯一の認定！

TVKテレビで放映！ 2022年11月30

日 TVK テレビで田植え風景など「名古木

の棚田」が放映されました。右の QR コード

からユーチューブで視聴できます。



◆会場の概要・交通

①～⑨は、秦野市名古木の棚田。小田急線秦野駅北口発（8：00,35）

蓑毛行バス 9分「上原入り口」下車徒歩 12分。

⑩は、伊勢原市上粕屋 862-1 国登録有形文化財指定・雨岳文庫。

小田急線伊勢原駅北口発（8：05，25,45）大山ケーブル駅行バス6

分「〆引」下車徒歩 1分。頭巾、エプロン持参。⑪は、秦野市羽根・

里山ふれあいセンター。小田急線秦野駅北口発（8：20,40）羽根行

バス 15 分「終点」下車徒歩 10 分。作業服、作業手袋、帽子持参、

運動靴可。＊各会場へは、公共交通機関をご利用ください。

◆集合・解散

①⑪は、秦野駅改札口 8 時 15 分集合、➉は伊勢原駅改札口 8 時 15

分集合。その他は、現地に 9 時集合です。①⑩⑪の駅集合場所には、

ドン会メンバーが出迎え、現地まで路線バスで移動します（バス代

金は各自負担ください）。各自然塾は、各自持参の昼食をとり、現

地解散：午後 1～2 時の予定です。

◆服装・持ち物 ①～⑦⑪は、棚田・里山の活動です。長袖、長ズボ

ン、帽子、作業手袋、タオル、雨具持参。⑨は、お椀（カップ）、

箸持参、昼食不要。⑩は、エプロン、頭巾、お椀（カップ）、箸持

参。新そばの試食あり、昼食不要。

◆共通持ち物  ①～⑧⑪は、昼食、飲み物持参。

◆「２０２３年丹沢自然塾」入会金・ボランティア保険 「２０２３年丹沢

自然塾」の入会金は、大人 1 人 3,000 円（小・中・高生は無料）で

す。万一のケガや事故に備えて、参加者は NPO 活動総合保険に加

入します。保険料は入会金に含まれています。また、その年の収穫

量に応じて、参加者には精米した米「数ｋｇ」をお渡しします。

◆参加費 入会金のほかに、①～⑧⑩⑪の各回とも大人 1 人 500 円、

⑨の収穫祭は、大人 1 人 1,000 円の参加費が必要です。参加の際に

現地受付でお支払いください。

◆募集定員 ３０家族（先着順）     

◆申し込み締め切り ２０２３年４月１４日（金）

◆ドン会活動への無料参加 自然塾への参加者は、ドン会の活動（毎週土曜日他）にも参加できます。参加費

は無料です。時には、手作り味噌汁や、畑の収穫物（新鮮野菜）などのお土産があるかもしれません。

◆申し込み

☆丹沢自然塾への参加希望者は、丹沢ドン会ホームページのトップページにあるＨＯＭＥの「お問合せ」を

クリックして、参加者の氏名・年齢を「お名前欄」に記入し、「お名前ふりがな」「Ｅ－mail」「郵便番号」

「都道府県」「ご住所」「お電話番号」欄にも記入してください。あわせて、下段の「お問合せ」欄に「2023

年丹沢自然塾の参加を申し込みます」とご記入ください。

ご家族で参加希望の場合、上記の代表者以外のお名前・ふりがな・年齢は、下段の「お問合せ」欄に記入し

てください。

☆インタ―ネット環境の無い方は、参加者全員の氏名・年齢・住所・電話番号を明記して、次の「申込し込

み先」まで、はがき、ＦＡＸでお申し込みください。

＊個人情報は、ドン会の催しの連絡にのみ使用いたします。

◆ドン会の活動内容の詳細は、ホームページをご覧ください。

http://www.donkai.com 丹沢ドン会 ➡検索

◆問い合わせ・申し込み先

〒257-0028 神奈川県秦野市東田原 200⁻49

NPO 法人自然塾丹沢ドン会 事務局

FAX（0463）83-7355

E-mail:0112473701@jcom.home.ne.jp

携帯：０９０－６４７０－２８５０〈昼間〉（金田）

＊参加申し込みをいただいた方には、入会金の振込口座、丹沢自然塾の会場・集合場所・交通案内、持ち物・

服装などの詳細を改めて郵送にてお知らせします。ご入金をもって申し込み完了です。

名古木の棚田でお会いしましょう！

復元棚田の稲刈り。竹林から竹を切り出しハザ

をつくり、稲を掛けて太陽の恵みいっぱいの天

日干しをします。脱穀・精米をして、名古木の棚

田の原で開催する収穫祭で、羽釜で「ドン米」を

焚き、いただきます

種まきから始めるドン会のそばづくり。畑一面の

白いそばの花を観賞し、刈り取り・天日干し・製

粉。終わりには国登録有形文化財・雨岳文庫の

「新そば手打ち体験教室」で挽き立て・打ち立

て・茹で立て・香り立て」の四立ての新そばを堪

能します

◆「田植え」「稲刈り」の日の台風や大雨等によ

る「荒天」の際の対応について！

②⑥の開催日に「荒天」が予測される場合は、

開催日を翌日の日曜日及び翌週の土曜日の

両日に変更します。どちらか都合の良い日に

参加してください。事務局への連絡は不要で

す。開催日の変更はドン会ホームページの「ト

ップページ」及び「会員ページ」の掲示板に前日

（金曜日）午後 6 時までに掲げます。ご確認の

上、参加してください。


